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サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択

完了プロジェクト紹介



建物名称 ：中央大学多摩キャンパス学部共通棟
計画地 ：東京都八王子市
用途 ：学校（大学）
規模 ：地上6F
構造 ：S造・一部木造
延床面積 ：14,704.43㎡

（既存1986.46㎡+増築12717.97㎡）

■建築概要

建築概要
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■配置

多摩モノレール駅

建物

正門

省CO2に配慮した新たな教育・交流の空間の先導的なモデルを計画する

プロジェクトの全体概要

多摩モノレール駅方向からの東側外観 既存キャンパスと連続するキャンパスゲートとしての学びの場

写真：小川 重雄 写真：ミヤガワ 東京



環境計画概要
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■水平庇
・南側演習室の
日射遮蔽

■垂直庇
・東西面の日射制御

■高効率PAC
■室外機散水

■既存建物利用

■既存樹保存
・V字柱で接触面を低減

■自然換気
・外気環境に呼応し
自動開閉する換気窓

■全熱交換器
■明るさセンサー

■木材利用
・多摩材を利用

■多目的室
・72時間対応の
防災拠点

■自然採光・遮光システム
・快適性と開放感を両立した
遮蔽パネル配置

①：さまざまな空間とアクティビティに応じた環境計画

②：自然を取り入れつつ負荷を抑制する外皮・ファサード計画

③：建築計画と一体となった省エネ技術の採用

”アトリウム（プラザ）”を中心とした省CO2への取り組み



3写真：楠瀬 友将+阿野太一



表1 「学びの場」に応じた環境設定

シアター
シアター

アトリウム（プラザ）

シアター

講義室講義室

主要室
温熱環境
（空調）

光環境

アトリウム
（プラザ）

スポット
夏：28℃
冬：20℃

300 lx
～

シアター
居住域
夏：26℃
冬：22℃

500 lx
～

演習室
講義室
ホール

全体
夏：26℃
冬：22℃

500～
750 lx

①さまざまな空間とアクティビティに応じた環境計画
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空間全体を常に均一に制御するのではなく、
アクティビティに応じた目標環境を設定することで省エネルギーを実現する



①さまざまな空間とアクティビティに応じた環境計画
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熱画像

カーテン

ガラス壁

腰壁

吹出口

音響反射板

音響シミュレーション 温熱環境シミュレーション

暖房時

冷房時

吹出口詳細

セミクローズエリアは座面下からの居住域空調により効率的に空調を行う

写真：小川 重雄



②自然を取り入れつつ負荷を抑制する外皮・ファサード計画
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開放性評価 快適性評価

縦フィン

無風時のアトリウムの気流シミュレーション アトリウム写真

負荷の抑制と外部環境の取り込みを両立するファサードをシミュレーションにより検討

写真：小川 重雄

写真：小川 重雄



③建築計画と一体となった省エネ技術の採用
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ＢＣＰ

1次エネルギー消費量

MJ/㎡
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1.0 0.56
（0.48）

0.3

基準値に比べ70％の1次エネルギーを削減



環境を学ぶ「見える化」

8

建物の環境・キャンパスの全体のエネルギーを
「見える化」


